
　
平
成
12
年
に
は
、盆
地
中
央
で
巨
大
な
建
物
跡
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
区
域
に
は
、左
右
対
称
に
配
置
さ
れ
た
長
大

な
2
棟
の
南
北
棟
と
中
央
の
複
数
の
東
西
棟
が
見
つ

か
り
、『
続
日
本
紀
』の
天
平
17
年（
7
4
5
）正
月

7
日
の
条
に「
百
官
の
主
典
以
下
を
朝
堂
で
宴
す
。」

と
記
載
さ
れ
て
い
る「
朝
堂
」が
こ
の
遺
構
に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
一
方
で
、発
掘
調
査
の
進
展
に
よ
っ
て『
続

日
本
紀
』の
記
述
に
一
致
し
な
い
点
が
あ
る
こ
と
も
判

明
し
て
き
ま
し
た
。 

　
宮
町
遺
跡
や
鍛
冶
屋
敷
遺
跡
で
は
、奈
良
時
代
の

遺
構
が
建
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、記
録

ど
お
り
紫
香
楽
宮
の
存
続
時
期
を
3
年
あ
ま
り
の

短
期
間
と
す
る
に
は
、問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、関
連
遺
跡
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
宮
町

盆
地
外
の
役
所
群
の
存
在
は『
続
日
本
紀
』の
記
述

さ
れ
る「
市
」の
存
在
や『
正
倉
院
文
書
』の
藤
原
豊

成
邸
の
移
築
の
様
子
を
考
慮
す
る
と
紫
香
楽
宮
が

単
な
る
離
宮
で
は
な
く
市
街
地
を
持
つ
可
能
性
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

　
史
跡
紫
香
楽
宮
跡
の
北
東
約
4
0
0
m
に

位
置
す
る
鍛
冶
屋
敷
遺
跡
も
第
2
名
神
高
速

道
路
の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
大
規
模
な

鍛
冶
工
房
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、大
き

く
3
時
期
に
区
分
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
特
に
第
2
・
3
段
階
の
遺
構
は
、こ
の
場
所
で

官
営
の
巨
大
な
鋳
物
工
場
が
設
置
さ
れ
、甲
可

寺
に
銅
製
品
を
供
給
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
第
2
段
階
で
は
、銅
を
と
か
す
炉
、踏
フ
イ
ゴ

（
火
力
を
調
整
す
る
た
め
の
送
風
装
置
）、鋳
型

を
置
い
た
穴
の
鋳
造
に
必
要
な
セ
ッ
ト
が
十
数
基

も
規
則
的
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
第
3
段
階
は
、一
辺
4
．4
〜
5
．0ｍ
ほ

ど
の
方
形
の
大
型
鋳
込
み
遺
構
が
見
つ
か
り
、梵

鐘
を
鋳
造
し
て
い
た
こ
と
が
、出
土
し
た
鋳
型
か

ら
判
明
し
ま
し
た
。 

　
鋳
型
か
ら
推
定
し
た
梵
鐘
の
直
径
は
1
．8ｍ

を
測
り
、現
存
す
る
梵
鐘
と
の
比
較
で
は
、東
大

寺
の
梵
鐘
に
次
ぐ
大
き
さ
で
す
。ま
た
、梵
鐘
の

内
型
が
落
下
し
た
状
態
で
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、

梵
鐘
の
内
型
の
形
状
が
推
測
で
き
る
稀
有
な
事

例
で
し
た
。 

　
さ
ら
に
、東
大
寺
の
調
査
で
も
確
認
さ
れ
た

も
の
と
同
様
に《
2
番
目
の
溶
解
炉
を
管
理
す

る
責
任
者
》を
意
味
す
る「
二
竈
領
」（
に
の
か
ま

ど
の
り
ょ
う
）と
墨
書
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
て

い
ま
す
。 

　
今
回
の
発
見
は
、甲
賀
寺
の
造
営
に
お
い
て
も
、

東
大
寺
の
造
営
と
同
じ
よ
う
に
、複
数
の
溶
解

炉
を
同
時
に
用
い
る
大
規
模
鋳
造
炉
が
営
ま
れ

て
い
た
と
推
測
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、鍛
冶
屋
敷
遺
跡
の
発
掘
調
査
で

は
古
代
の
鋳
造
技
術
や
官
営
工
房
の
具
体
的
な

あ
り
方
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
発
見
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、聖
武
天
皇
が
大
仏
を
安
置

す
べ
く
建
立
し
た
甲
賀
寺
の
造
営
過
程
を
知
る

手
が
か
り
を
も
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

　
各
地
の
遺
跡
の
活
用
事
例
を
通
し
て
、こ

れ
か
ら
の
紫
香
楽
宮
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
Ｃ
Ｇ
で
宮
殿
を
復
元

し
た「
よ
み
が
え
れ
紫
香
楽
宮
」の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

上
映
し
ま
す
。 

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。申
込
は
不
要
で
す

が
、会
場
の
都
合
に
よ
り
先
着
順
と
し
ま
す
。 

■
日
　
時
　
3
月
5
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土
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紫香楽宮を考える 
ホームページがスタート！！ 

　遺跡を守り、地域を活性化するためにどのような取り
組みが必要か、教育委員会と宮町区の皆さんでこれから
のまちづくりを考えています。市民の皆さんの意見やア
イデアなどお聞かせください。 
　また、音声はありませんが「よみがえれ紫香楽宮」の動
画の一部を見ることも出来ます。 

紫
香
楽
宮
の
 

 
 
 
巨
大
工
場
 

 
 
〜
鍛
冶
屋
敷
遺
跡
〜
 

宮
町
遺
跡
 

 
 
国
史
跡
指
定
 

 
 
 
記
念
講
演
会
 

今も残る礎石跡 

紫香楽宮朝堂の復元建物CG

鋳造作業想定図（滋賀県教育委員会　提供） 

復元された梵鐘の内型（滋賀県教育委員会　提供） 

鍛冶屋敷遺跡調査地全景（滋賀県教育委員会　提供） 

宮町で見つかった紫香楽宮の朝堂建物 
（中央下は現在の公民館） 

詳しくはこちらのURLまで 

 http://www.ex.biwa.ne.jp/ ̃hakkutu/

March  2005March  20057


